
ド

蝉

］

> ら
＆

Ｌ

瀞

Ｌ

ｆ零“
ノ

＆

》

‘一心

蝉

兵
庫
県
下
全
域
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
兵
庫
の
ま
つ
り
ｌ
め
、
ま
ず
身
近
な
外
国
の
方
々
と
の
『
ふ
れ
あ
い
』
か
ら
始

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
が
、
今
年
で
三
年
目
を
数
え
る
。
め
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
Ｌ

こ
の
祭
典
は
〃
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
″
を
め
ざ
し
て
、
県
す
で
に
祭
典
は
４
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
夏
か
ら

民
が
心
を
一
つ
に
寄
せ
あ
い
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
文
化
．
秋
に
か
け
て
数
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
集
中
的
に

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
福
祉
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
出
開
催
さ
れ
る
。

会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
り
あ
い
、
真
に
豊
か
な
生
活
を
創
出
「
合
唱
祭
、
い
け
ば
な
展
、
綱
引
大
会
、
芸
能
発
表
会
な

し
て
い
こ
う
と
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
福
祉
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
理
屈
抜
き
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
二
百
十
の
イ
ベ
ン
ト
を

務
局
次
長
の
塩
谷
さ
ん
に
伺
っ
た
。
開
催
し
ま
す
。
毎
年
参
加
者
も
増
え
、
今
年
は
百
万
人
を
越

一
‐
祭
典
の
テ
ー
マ
は
〃
情
熱
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
．
い
き
い
き
出
え
る
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
社
交
ダ
ン
ス
大
会

発
″
・
今
年
は
新
た
に
ｉ
ま
ち
へ
む
ら
へ
世
界
へ
Ｉ
。
と
や
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い
ラ
リ
ー
な
ど
の
種
目
を
増

い
う
サ
プ
テ
ー
マ
の
も
と
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
、
在
日
外
や
し
ま
し
た
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

国
人
と
の
交
流
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
加
え
ま
し
た
。
〃
都
年
齢
、
地
域
、
お
国
を
問
わ
ず
み
ん
な
が
参
加
し
、
楽
し

市
部
の
ニ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
力
と
、
農
村
部
の
あ
た
た
か
い
く
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
剛
．
一

心
と
の
ふ
れ
あ
い
、
の
ほ
か
に
、
人
と
人
、
国
と
国
が
、
国
は
、
今
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

境
を
超
え
て
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
よ
う
と
お
問
い
合
せ
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局

い
う
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
国
際
共
生
社
会
を
構
築
す
る
た
公
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
９
９
３

□
〃
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
″
を
め
ざ
し
て

参
加
す
る
喜
び

ふ
れ
あ
う
感
動
７
．

ｌ
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
Ⅷ

し
お
た
に
き
く
じ

塩
谷
喜
久
治
さ
ん
（
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
実
行
委
員
会
事
務
局
長
）
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爵

神
戸
の
音
楽
を
愛
し
て
い
る
・
中
西
健

二
社
長
（
中
西
興
業
肌
）
と
共
に
音
楽
を

愛
さ
れ
た
幸
子
夫
人
が
平
成
元
年
ｎ
月

８
日
に
、
急
逝
。
失
意
の
中
西
社
長
を
音

楽
仲
間
が
励
ま
し
、
一
周
忌
の
し
の
ぶ
会

は
、
刈
人
の
音
楽
家
が
参
加
、
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
新
人
育
成
を
め
ざ
す

〃
幸
子
賞
〃
の
新
設
も
話
題
を
呼
ん
だ
。

平
成
３
年
は
、
三
回
忌
を
前
に
〃
幸

子
メ
モ
リ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
〃
を
企

画
。
追
悼
行
事
が
、
中
西
メ
セ
ナ
と
し

て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
を

中
西
声
楽
を
愛
し
た
幸
子
が
亡
く
な

り
ま
し
た
こ
と
を
機
会
に
、
私
は
、
一

連
の
文
化
活
動
で
社
会
へ
の
還
元
を
音

楽
を
通
じ
て
、
音
楽
家
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
新
人
育
成
の
〃
幸
子
賞
〃

〃
コ
ン
サ
ー
ト
〃
〃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
″

を
考
え
て
い
ま
す
。

松
本
僕
が
幸
子
さ
ん
と
最
初
に
お
逢

い
し
た
の
は
、
哩
年
前
イ
タ
リ
ア
留
学
の

後
で
、
そ
の
こ
ろ
は
音
大
を
め
ざ
す
学
生

達
の
本
格
レ
ッ
ス
ン
だ
け
や
っ
て
い
た

ん
で
す
。
６
年
前
、
幸
子
さ
ん
を
中
心
に

ｂ

Ｌ

■
｛
辛
子
メ
モ
リ
ア
ル
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
１
回
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ

声
楽
家
の
新
人
育
成
に
〃
幸
子
賞
〃
を

中
西
健
二
（
中
西
興
業
服
撒
憂
）

松
本
幸
三
（
声
難
毒

守
山
俊
吾
（
指
郷
蕎
）

蕊
竺弔

ｒ
Ｌ ）熟

女
塾
を
開
校
し
て
、
若
い
頃
、
専
門
教

育
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
音
楽
の
好
き

な
人
の
熱
心
な
勉
強
ぶ
り
に
幸
子
さ
ん

を
通
じ
、
感
心
し
た
も
の
で
、
プ
ロ
は
も

っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル

４
度
目
の
熟
女
塾
公
演
で
は
、
オ
ペ

ラ
・
ト
ス
カ
の
〃
歌
に
生
き
恋
に
生
き
〃

を
唄
う
め
ざ
ま
し
い
進
境
ぶ
り
だ
っ
た

蕊賛篭

安山俊吾さん中西健二さん松本幸三さん

●音楽文化座談会●

農畠義睡 鳶

『

の
に
亡
く
な
ら
れ
て
…
…
。
彼
女
中
心

の
会
は
、
大
黒
柱
を
失
っ
て
、
何
と
か
意

志
つ
い
で
盛
り
た
て
よ
う
、
そ
れ
が
供
養

に
な
る
か
ら
と
皆
で
頑
張
っ
た
ん
で
す
。

中
西
一
番
感
心
し
て
い
た
こ
と
は
、
家

で
夕
食
が
終
っ
て
か
ら
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き

語
り
で
皿
時
で
も
夜
中
迄
も
唄
の
レ
ッ
ス

ン
・
近
所
迷
惑
だ
っ
た
け
れ
ど
亡
く
な
っ

て
、
隣
り
の
家
の
人
が
、
〃
奥
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
と
唄
が
聞
け
な
く
て
淋
し
い
で
す
な
〃

風
呂
場
で
歌
詞
カ
ー
ド
を
張
っ
て
唄
う
、

一
日
中
音
楽
づ
け
で
し
た
か
ら
ね
・
私
が

唄
う
と
真
剣
さ
が
足
ら
ん
と
怒
る
（
笑
）

松
本
幸
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
そ

れ
迄
は
音
楽
か
ら
逃
げ
て
い
た
社
長
さ

ん
が
、
音
楽
に
真
剣
に
な
っ
て
〃
幸
子

賞
〃
も
生
れ
る
か
ら
功
績
大
で
す
よ
。

熟
女
塾
も
、
お
か
げ
様
で
皿
年
は
、

風
月
堂
ホ
ー
ル
（
元
町
）
で
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
。
５
千
円
会
費
で
食
事
付
で
す

か
ら
唄
は
ダ
ダ
（
笑
）
Ⅷ
席
し
か
な
い

の
に
、
溺
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
か
ら
切
符
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
（
笑
）

中
西
幸
子
賞
は
今
年
の
秋
に
、
声
楽

だ
け
に
限
っ
て
、
か
ん
し
ん
ホ
ー
ル
（
三

写シＰ

’

ノ

産一

＃
鎧 &２
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／晴

屋云二

Ｌ Ｊｆ

罫

に
し
て
、
今
、
佐
藤
し
の
ぶ
を
交
渉
中
一

で
す
が
、
松
本
、
田
淵
さ
ん
ら
と
一
緒

に
、
私
の
指
揮
で
〃
幸
子
メ
モ
リ
ア
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
”
と
い
う
感
じ
で
。

３
月
訓
日
は
、
大
阪
の
い
づ
み
ホ
ー

ル
が
と
れ
て
い
る
の
で
、
中
西
メ
セ
ナ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
芸
術

院
賞
受
賞
の
東
敦
子
関
西
初
の
演
奏
会

に
し
た
い
も
の
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

中
西
私
は
、
も
う
・
つ
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
色
ん
な
施
設
を
廻
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
音
楽
活
動
を
９
月
に
は
発
表
し
ま
す
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ー
ビ
ス
と
小
林
祐
子

の
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
開
い
て
、
余
剰
金

を
〃
神
戸
オ
ペ
ラ
協
会
″
へ
の
寄
付
と

し
た
い
。
こ
の
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
幸
子

の
追
悼
行
事
に
し
て
、
今
後
毎
年
継
続

し
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

守
山
中
閥
社
長
の
よ
う
に
、
純
粋
に

音
楽
を
愛
し
て
、
芸
術
文
化
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
が
、
本
当
の
意
味
の

企
業
メ
セ
ナ
で
す
よ
。
そ
れ
に
も
う
一

つ
、
ザ
ル
ッ
ブ
ル
ク
の
よ
う
に
、
音
楽

シ
ー
ズ
ン
に
は
お
し
ゃ
れ
を
し
て
音
楽

会
が
終
っ
て
夜
の
廻
時
頃
迄
遊
べ
る
神

戸
の
町
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

松
本
僕
も
今
年
卵
歳
。
ｎ
月
哩
日
に
〃
半

世
紀
を
唄
う
〃
（
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）
、
と

い
う
リ
サ
イ
タ
ル
を
や
り
ま
す
が
、
中

西
社
長
と
ご
一
緒
に
印
象
的
な
〃
幸
子

メ
モ
リ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
〃
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

☆
中
西
興
業
株
式
会
社

勺
１
勺
１舵

神
戸
市
北
区
鈴
蘭
台
南
町
６
の
旧
の
５

ｎ
０

恥
０
７
８
（
５
９
１
）
１
３
３
８

、

』

ｌ
詔

あ
■
■
Ｐ

弾

審議

‐
‐
ｌ
０
ｌ
ｂ
ｆ
ｈ
厚
“
‐

鶏
‐
独
．
侭
鱗

鶴
徽
淵
織
＃
言
曇
曹

冒毒壱
一

左より､ 幸子獄〃を語る松本､ 守山､ 中西さんた巧

亀う§
■ご亀．

宮
）
で
や
っ
て
行
き
た
い
。
小
笠
原
暁

先
生
を
審
査
委
員
長
に
、
田
原
祥
一
郎
、

松
本
幸
三
、
小
村
亮
三
、
山
淵
幸
三
各

先
生
を
審
査
負
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

松
本
〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
〃

と
名
づ
け
て
、
”
年
１
月
９
日
の
新
春

コ
ン
サ
ー
ト
（
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
）

で
、
入
賞
者
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

守
山
そ
の
後
を
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

¥

琴
と．ぎ

夢雪山
X皇．、詞

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



『
凸
ｒ巳

“

Ｆ
０
０
８
ｂ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
■
０
１
■
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
■
ｌ
‐
’
恥
序
唾
岬
■
！

唾里

１
１
０
１
■
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｉ
■
ｌ
‐
’
恥
序
唾
岬
■
！

0

ま で ｹ

ゆﾛ L

＝堂哩

●U
吋巳

し

瀞

}垣、

陸ｊ
鯨
祷Ｉ
に患
I錘当＝’
繕，iｗ

瀞

}垣、

陸ｊ
鯨
祷Ｉ
に患
I錘当＝’
繕，iｗ

』
’

I’り
b ②■

■

『

言
■

寿
一
』
一
一
一

一
》

一
一

■
０

苫

Ｉ
一
》
》
『
ロ
一
⑤
ｂ
》
一

睡

ｇ
●

■
■
●甲

や
一
一
一
一
一
一
一
一
『
・
函
起
↑

中
毒
醍励

叩
叫
》
ｑ
戸

ｰ

壷
寺
帝

辱
年
寧~ ‘" 冨再一＝可

①

■
｜
■
画
色

且

●

●■
Ｐ
ｂ

①

９

Ｊ
①－ ~
～むら＝凸

含等'１審ボー一

琴
単
吋

国

震翫閏園目
代表坂締役森治良

神戸市中央区元町通1 - 1 - 1
078-391-4501.4011

，
‐
；

，
‐
；

、
刊
恥
詞
加
部
崎
棚
玲
圃
陶
岬
片
脚
１

８
同
一

麺
一

一
Ｌ
岬
・
誕
一

〔､ ＡＮ１ｑ唖S E

IIIe叩ｅ
ﾄ ﾌ ﾞ ﾛ ｰ 店神戸市中央区下山手通

３丁目1 1 番1 7 号
T E L ( 0 7 8 ) ３３３－６８８８
１櫛店神戸市中央区三富町１丁目７番９号
T E L ( ０７８) ３２１－３３３２

Z J C ℃二'一ﾋ ｰ 博物館の
音楽会

出演／鈴木和郎ＴＲｌ０
ｗｉｔｈ雨田－孝
ケスト小林佳音埋

日時／1 9 9 1 年８月１８日（日）
開演／3 : 0 O P M ( 開場は3 0 分前）
入場料／無料( 但し入館料別途）
会場／U C C コーヒー博物館

レセプションルーム
団入館料／大人2 1 0 円､ 小人1 0 0 円
目交通／ポートライナー南公園駅前
お問い合わせT E L . ( 0 7 8 ) 3 0 2 - 8 8 8 0

炭焼きすて－曾・しやふしやぶ

後 段
元笥３丁目中突堤筋〈タワー・ロード）

壷３３１－２１０８
第１．３水曜休
稔約駐車堀あり

神戸誌町･●“
辰屋

神戸市中央区元町通1 丁目1 3 - 1 9
盆3 3 1 - 3 0 1 6
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中国料理

蕊傘倣志
1－２－２８

垂(078)392-1982

鐙
恭
喜
霊
財
〃
．

' １１国物産
スーパーマーケット

度言日商行
営巣時間９：００～2 0 ：００
年中無休宮078(3 3 1 ) 1 1 1 4

中華科衰

神仙閣
神戸市中央区下山手通２丁目１３１

公(078)331--1263

上 海料理

愛 園
需
垣
市中央区北長狭通3 - 4 - 1 0
(078）331-3354

391-5978
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ち
ょ
っ
と
昔
は
今
の
様
に
皆
、
あ
ん
な
イ
ヤ
リ
ン
グ
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
、

華
や
か
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
、
ケ
ン
ラ
ン
ゴ
ー
カ
、
香
水
も
ク
ッ
も
…
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
く
ら
し
の
中
の
全
て
を
占
め
て
い
る
様
な
、
大
騒
ぎ
の
感
じ
。

そ
れ
と
、
も
う
ひ
と
つ
。

静
か
な
紺
プ
レ
、
白
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ー
ン
ズ
、

シ
ン
プ
ル
ヘ
ア
ー
に
ゴ
ー
ル
ド
の
細
い
ピ
ア
ス
…
。

無
印
バ
ッ
グ
、
ち
ょ
っ
と
イ
イ
時
計
、
と
に
二
極
化
し
て
い
る
。

後
者
の
方
は
よ
り
神
戸
ら
し
い
か
な
。

し
か
し
、
超
ハ
デ
ギ
ン
ギ
ン
も
神
戸
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
元
気
な
オ
バ
サ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も

自
己
主
張
し
て
、
ス
ト
ロ
ン
グ
ノ

そ
ん
な
パ
ワ
フ
ル
な
オ
バ
サ
ン
が
何
と
増
え
て
き
た
こ
と
か
Ｉ
。

こ
の
パ
ワ
ー
の
モ
ト
は
何
？

と
、
ふ
と
感
じ
る
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
コ
ー
ヒ
ィ
を
片
手
に
、

感
心
ば
か
り
し
て
い
る
迷
え
る
オ
バ
サ
ン
で
す
。

．
‐
ヒ
ィ
を
片
走
ふ
と
感
じ
た
こ
と
星
風
Ｉ

ユ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



，鱗i;
i:！；
I蚕

Ｉ

＝
＝
亨
ー
‐

。
＝
麺

、

弓

認

１

Ｉ鵜
宮
西

タ

’ 頁
」

心

認
？

負
:
群
崇
9
座

▲

。

Ｌ
詮

ご《

#

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神戸女子大学

●

／ 詞

最新設備の新図書館をのぞむ

豊かな
環境が育む
感』性
知性

つ
寺
雪
国
Ｑ
ｚ
易

…霊鑑震準雷 ■■』

蕊蕊蕊璽

〒65O神戸市中央区中山手通2- 2 3 - 1丘0 7 8 - 2 3 1 - 1 0 0 1
②服装科、家政科く栄養士・一般〉⑤初等教育科

神戸好ﾌ t輔戸短鰍学

△神戸女子大学瀬戸短期大学時計塔前キャンパス

〒6 5 4 神戸市須園区東須図青山2 - 1 宮0 7 8 - 7 3 1 - 4 4 1 6
④大学院( 恢士課程・博士課程）
文学研究科( 日本文学専攻、英文学専攻、日本史学専攻、
教育学専攻) 宗政学研究科（食物栄養』舞草攻）
②学部文学部( 文学科く国文・英文> 、史学科、教育学科）
家政学部( 家政学科く家政・栄養> 、管理栄養士養成課程）

神戸女子短期大学

〒70 9 - 0 8岡山県赤盤郡瀬戸町観音寺7 2 1査0 8 6 9 5 - 2 - 3 1 2 1
③英語科③生活科

学校法人行吉学園
理事長行吉哉女

、
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☆
さ
ら
に
、
リ
ス
ナ
ー
に
愛
さ

れ
る
局
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

神
戸
新
聞
に
詑
年
勤
務
し
た

後
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
顧
問
を
経
て
、
こ
の
６
月

”
日
、
株
式
会
社
ラ
ジ
オ
関
西

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た

松
田
燈
こ
さ
ん
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
参
入
で

競
争
が
激
化
す
る
放
送
界
。

「
中
波
局
の
特
性
を
生
か
し
き

れ
る
よ
う
、
生
活
情
報
、
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
を
柱
に
、
地
域
に
充

分
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。「

聴
取
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
に
リ
ス
ナ
ー

に
愛
さ
れ
る
番
組
づ
く
り
が
大

切
。
会
社
の
内
部
も
明
る
い
輪

を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
す
」
と

富山アキ子さん

oｊＹｂｅ
Ｂｆｃａｋ

今合の風景

､ ，

松田預二さん

ビ
ス
等
を
経
営
。
社
長
業
と
会

長
職
で
予
定
は
三
カ
月
先
ま
で

ピ
ッ
シ
リ
。

「
安
ず
る
よ
り
生
む
が
易
し
。

流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、
受
け
入
れ

る
と
自
ず
と
道
が
開
け
ま
す
」

と
、
爽
や
か
な
笑
顔
。
何
に
対

し
て
も
好
奇
心
を
持
ち
、
挑
戦

し
て
ゆ
く
と
い
う
。
頼
も
し
い

推
進
力
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

☆
神
戸
の
発
展
、
ア
ピ
ー
ル
に

役
立
ち
た
い

「
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

明
石
海
峡
大
橋
な
ど
神
戸
は
５

年
、
加
年
後
が
楽
し
み
な
と
こ

ろ
で
す
」
と
語
る
の
は
、
株
式

１
１１３
１

蕊議蕊 ポ
ン
ポ
ン
と
飛
び
出
す
言
葉
は

と
ど
ま
ら
な
い
。

来
年
で
如
周
年
を
迎
え
る
ラ

ジ
オ
関
西
。
新
た
な
躍
進
に
期

待
し
た
い
。

☆
日
本
初
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
女
性
会
長
誕
生

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
会
長
に
富
山
ア
キ
子

さ
ん
（
㈱
平
安
代
表
取
締
役
）

議繊議蕊蕊蕊
呼
設
Ⅳ 蕊灘 が

就
任
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
祁
年
よ
り
女
性
の
入
会

を
認
め
た
が
、
女
性
会
長
は
初

め
て
と
の
こ
と
。

富
山
さ
ん
は
、
女
手
一
つ
で

会
社
を
設
立
。
現
在
冠
婚
葬
祭

業
「
平
安
」
の
他
、
レ
ン
タ
ル

ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
民
間
救
急
サ
ー

人
と
の
出
会
い
が
宝
物
で
す
」

と
語
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め

た
本
「
も
っ
と
劇
的
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
（
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ズ
）
を
出
版
し
た
兵
庫

県
広
報
専
門
員
の
宮
内
淑
子
さ

ん
。ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
短
大
講
師

を
つ
と
め
、
現
職
で
も
人
と
出

会
う
機
会
が
多
い
宮
内
さ
ん
が

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
人
と
話

す
と
き
の
精
神
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
、
相
手
に
い
い
印
象
を
与
え

る
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。

「
人
か
ら
う
る
情
報
は
と
て

も
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
本

を
読
め
ば
、
よ
り
広
い
人
間
関

係
を
つ
く
れ
る
の
で
は
」
と
話

し
て
い
る
。

, b

蝋

会
社
経
済
界
神
戸
支
局
長
の
松

井
良
夫
さ
ん
。

２
月
に
事
務
所
を
構
え
、
７

月
９
日
開
局
。
９
月
に
は
神
戸

経
済
界
倶
楽
部
を
設
立
す
る
。

「
生
き
た
耳
学
問
と
し
て
の

神
戸
経
済
会
倶
楽
部
は
、
多
方

面
に
渡
っ
て
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
神
戸
の
ア
ピ
ー
ル
と
今
後

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
静

か
な
意
欲
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

８
月
岨
日
に
は
、
経
済
界
が

宮内淑子さん

協
力
し
て
い
る
映
画
「
福
沢
諭

吉
」
の
特
別
試
写
会
が
控
え
て

い
る
。
益
々
、
忙
し
く
な
り
そ

う
だ
。

☆
兵
庫
県
主
任
広
報
専
門
員
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本

を
出
版

「
こ
れ
ま
で
の
た
く
さ
ん
の

松井良夫さん

■

画
宅
尚
．
目
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詮彰

る
。
カ
メ
ラ
マ
ン
と
総
勢
４
名
、
〃
な
ん
だ
坂
、
こ
ん
な

坂
″
と
、
ま
さ
に
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
園
内
。
ち
ょ
う

ど
王
子
動
物
園
の
前
身
、
兵
庫
県
庁
の
北
に
あ
っ
た
諏
訪

山
動
物
園
が
、
ま
た
斜
面
動
物
園
だ
っ
た
。

「
あ
っ
、
見
え
た
／
」

ボ
ク
は
、
田
村
さ
ん
な
ん
か
ほ
っ
た
ら
か
し
て
走
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
こ
れ
や
／
こ
の
動
物
や
っ
た
…
…
」

も
う
園
児
み
た
い
に

は
し
ゃ
ぐ
田
村
さ
ん

は
、
お
は
よ
う
朝
日

（
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

ゾ
ウ
、
キ
リ
ン
、
王

子
に
も
い
な
い
ア
メ
リ

カ
バ
ク
夫
婦
、
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
を
見
て
坂
道
を
登

り
は
じ
め
た
所
に
池
田

隆
政
園
長
の
住
居
が
あ

「
少
々
坂
道
な
ん
で
す
よ
．
…
．
．
」

岡
山
池
田
動
物
園
入
口
か
ら
池
田
忠
政
副
園
長
の
案
内

で
、
め
ざ
す
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
舎
だ
。

「
亀
井
さ
ん
／
こ
の
子
王
子
の
キ
ツ
ネ
ザ
ル
よ
り
も
つ
と

き
れ
い
よ
／
・
」

「
は
あ
、
そ
れ
が
ほ
ん
ま
も
ん
の
エ
リ
マ
キ
キ
ッ
ネ
ザ
ル

な
ん
で
す
わ
／
」

「
ま
あ
、
子
牛
が
座
っ
て
る
／
保
育
園
の
子
が
口
へ
手

を
入
れ
て
も
じ
っ
と
し
て
い
る
。
お
と
な
し
い
ね
、
家
で

飼
っ
て
み
た
い
／
」

「
田
村
さ
ん
、
は
よ
、
行
き
ま
し
ょ
う
よ
／
・
」

は
や
十
六
年
前
に
も
な
る
。
朝
日
テ
レ
ビ
の
プ
ラ
ス
ａ

｡

「
シ
ュ
ッ
ノ
シ
ュ
ッ
／
・
」
鋭
い
威
嚇
の
鼻
イ
キ
だ
。

「
や
っ
ぱ
り
、
カ
モ
シ
カ
に
近
い
お
ど
し
や
／
」

も
う
三
十
五
年
前
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
を
飼
育
す
る
に
当
り
、
王
子
動
物
園
内
で
は
無
理
と
、

六
甲
森
林
植
物
園
で
飼
育
を
始
め
た
。
カ
モ
シ
カ
は
、
一
一

: 蕊蕊鶴熱鐸i 錘

座
り
こ
ん
で
い
た
。

溌３

そ
し
て
昨
年
の
八
月
、
こ
こ
岡
山
市
池
田
動
物
園
に
、

わ
が
国
で
は
初
め
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
の
オ
ス
、
メ

ス
の
二
頭
が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
中
国
の

動
物
園
で
見
た
時
、
鼻
の
高
い
ウ
シ
だ
な
あ
／
と
思
い
つ

つ
僅
か
な
時
間
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
い
ま
、

ボ
ク
と
呪
み
あ
っ
て
い
る
の
だ
。
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
と
、
ス

チ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
写
し
も
せ
ず

蕊
「
角
と
、
鼻
面

「
歩
い
た
ら
、

こ
ん
な
時
、

に
な
っ
た
。
結

を
取
り
す
ぎ
た

っ
た
。

白と黒の模様がきれいな、エリマキキツネザル

（
ア
ル
フ
ァ
ー
）
で
、
〃
動
物
ぱ
な
し
″
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出

演
中
の
こ
と
、
神
戸
か
ら
中
国
天
津
市
へ
、
友
好
親
善
動

物
と
し
て
キ
リ
ン
を
連
れ
、
初
め
て
中
国
へ
渡
っ
た
。
折

悪
し
く
も
天
津
の
（
東
山
）
大
地
震
に
遭
遇
。
内
地
の
家

族
や
動
物
園
で
は
、
地
震
に
ま
き
こ
ま
れ
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
か
。
そ
の
頃
私
た
ち
は
北
京

か
ら
西
安
へ
汽
車
で
走
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
鳴
き
声
を
初
録
音
し
た
り
、
キ
ン
シ
コ
ウ
や
、
ク
ロ

ハ
ザ
ル
を
見
聞
。
そ
し
て
、

「
ま
る
で
金
色
や
／
」

「
あ
れ
／
こ
の
変
っ
た
ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ
：
…
・
」

①

に
特
徴
が
あ
る
。
」

ま
る
で
カ
モ
シ
カ
だ
／
」

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詰
っ
た
招
待
見
学
が
嫌

局
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
見
学
に
時
間

こ
と
を
く
や
み
な
が
ら
、
通
訳
の
後
を
追

１
１１５
１
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溌澱

ホ
ン
シ
カ
と
ち
が
っ
て
ナ
ワ
バ
リ
を
持
ち
、
単
独
生
活
。

そ
の
た
め
だ
ろ
う
、
追
い
つ
め
る
と
激
し
く
鼻
息
で
威
嚇

し
、
時
に
は
人
に
立
ち
向
か
っ
て
く
る
。

【
突
進
し
て
き
た
夕
Ｉ
キ
ン
】

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
は
体
重
二
三
○
’
二
八
○
キ

ロ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
四
倍
は
あ
る
。
入
口
で
座
っ
て
、

園
児
が
さ
わ
っ
て
い
た
の
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
牛
。
あ
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
位
の
大
き
さ
だ
が
、
四
肢
が
強
健
で
そ
の

走
り
は
す
ご
い
。
斜
面
の
運
動
場
の
立
木
の
間
を
激
し
く

回
っ
て
「
ド
、
ド
、
ド
、
ド
ー
」
鋭
く
曲
り
、
と
が
っ
た

角
を
地
面
す
れ
す
れ
に
突
進
し
て
き
た
。

「
ガ
ッ
ー
ン
」

「
は
っ
」
と
し
た
ら
、
座
っ
て
い
る
ボ
ク
で
は
な
か
っ
た
。

全
身
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
金
色
の
毛
で
覆
わ
れ
、
カ
モ

シ
カ
の
よ
う
な
足
ど
り
で
歩
く
。
鼻
が
高
く
ハ
ン
サ

ム
で
威
勢
が
良
く
、
珍
獣
の
王
者
と
い
う
と
こ
ろ
。

鴬
I聾2 鑑園

驚
一

蕊

６
１
１
ｌ

す
ぐ
隣
り
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
、
何
度
も
一
一
本
足
で
立
上
っ

て
ま
で
、
戦
い
を
挑
ん
で
き
た
。

き
が

「
ち
ょ
っ
と
下
っ
て
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
…
・
・
・
」

人
止
柵
か
ら
下
っ
た
こ
と
で
、
タ
ー
キ
ン
は
勝
ち
誇
っ

た
よ
う
に
胸
を
そ
ら
し
遠
ざ
か
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
カ
モ
シ
カ
の
遠
縁
で
す
な
。
木
の
皮
や
サ
サ

を
よ
く
食
べ
、
特
に
ヤ
ナ
ギ
や
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
を
た
い
へ

ん
に
喜
び
ま
す
」
と
忠
政
副
園
長
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
。

鱗蕊鍵 驚
識

こども動物園相談コーナー

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで集めて
下さい。

●日暇日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３：３０
～１５：００
③動物科学資料館内

動物ものしり百科：

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
ー
キ
ン
（
偶
蹄
目
ウ
シ
科
）

中
国
の
侠
西
省
と
甘
粛
省
の
高
山
地
帯
（
海
抜
二
五
○

○
’
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
棲
む
。
オ
ス
、
メ
ス
共
に

角
が
あ
る
。
夏
は
群
れ
で
過
ご
し
、
冬
は
小
群
で
動
く
。

主
食
は
青
草
、
若
枝
、
木
の
皮
、
柳
の
枝
、
竹
類
な
ど
を

食
べ
て
い
る
。

体
長
二
○
○
’
二
二
○
セ
ン
チ

体
高
一
○
○
’
一
三
○
セ
ン
チ

体
重
二
三
○
’
二
八
○
キ
ロ

現
在
、
日
本
に
は
池
田
動
物
園
に
だ
け
い
る
。

池
田
動
物
園
岡
山
市
京
山
二
丁
目
五
’
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
八
六
一
一
）
五
二
’
一
二
三
一

蕊

報
継
騨
謀
騨
跳
ぶ
Ⅱ
．
、
郡
諦
§
巴
掛
乎
罰
‐
爽
誤

d 強し‘_ r

中間
':"：
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■

2 4時間テヲ案内／０６(312)4048

蕊ロズモンド蕊
８月１日新発売

レモンクリームをサンドしたさわやかな味
一サブ‘レサンド

ラム酒の香り豊かなフルーツがたっぷり
一フルーツケーキ

グリーンティと粒よりの大納言をミックス
ー抹茶ケー士

３つの味の詰合､ せ

あ

一一北欧の銘菓一

Z ずＷｈ. ｡ 刀工外

￥１，０００
要1 , 5 0 0

１２ケ入
2 1 ケ入

117

恥隼･
E L " Ｐ

じ
捌
蝋
再
生
烈風

癖

☆年中無休(AＭ１
神戸

識
へ

》
論
議
癖
蕊
熱
鐸
郷
涛
漂
鯉
控
諦

、
0時~PM7時)☆ｶｳ ﾝ ｾ ﾘ ﾝグ無料

aO78(331)7183
神戸市中央区三宮町１３－３
小林ビル6 階

大阪。
ａ０６(312)1420

品川美容外科
●東京●大阪③名古屋、福岡⑨鹿児島●広島

●京都⑨横浜、千葉、仙台、札幌

24時間ﾃｰ案内/１６(312)4048

＝■▼丘Ｉタマターー 卜･ ローン可
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４

ふ鶴zバワ'二I ﾌ ﾟ ﾘ "排Ｐの研究室岡田 >早

あなた、たまには家族のための
研縦してくださらない

なんのことだ？

この子つたらてんで､不器用で、
昆虫採集の虫が’
いつ淡さもとi k ないのよ

虫とり免人にな挿薬なんて
つく収ないかしら

そ火で？

なるほど

７

え

118

３

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



(､ｊ 鳶： Ｓ Ｓこ

一 一 垣

で

鋤
善 堅 守 斗 超 Ｓ 》 等 鵜 吋

ｓ 弾 仲 前 Ｓ こ さ

§こ
こ-
、
{＃

o、

企
●

-侭
〔'R，

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



画家小磯良平
Ⅲ戦争のはざまで

口月刊神戸っ子3 0 周年記念□

＜小磯良平遺作展によせて＞

R 噸沙

’
1２０
１

1937 - 1 9 4 5年

山野英嗣
く兵庫県立近代美術館＞

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
、
蔵
沸
橋
事
件
が
起
こ
り
日

中
戦
争
が
は
じ
ま
る
。
そ
れ
以
前
に
も
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

に
勃
発
し
た
満
州
事
変
あ
た
り
か
ら
、
わ
が
国
の
動
向
も
、
い
わ

ゆ
る
軍
国
主
義
へ
と
足
音
を
高
め
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
四
一

（
昭
和
十
六
）
年
の
太
平
洋
戦
争
の
突
入
へ
と
時
代
は
揺
れ
動
く

の
だ
が
、
こ
の
第
Ⅲ
章
で
は
、
大
き
く
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）

年
ま
で
の
時
代
と
、
そ
れ
以
降
終
戦
を
迎
え
る
一
九
四
五
（
昭
和

二
十
）
年
ま
で
の
二
期
に
分
け
て
、
小
磯
良
平
の
画
業
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

こ
こ
で
ま
ず
気
づ
く
こ
と
は
、
特
に
一
九
三
七
年
頃
か
ら
、
あ

た
か
も
自
己
の
進
む
べ
き
方
向
が
明
確
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
自
信

を
も
っ
た
筆
さ
ば
き
で
描
か
れ
た
作
品
が
目
立
ち
は
じ
め
る
こ
と

で
あ
る
。
前
年
に
結
成
し
た
自
ら
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
る
新
制
作
派
協
会
で
の
活
動
も
軌
道
に
乗
り
出
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、
自
信
に
満
ち
て
一
気
に
描
き
上
げ
ら
れ
た
か
の
よ
う

な
作
品
が
散
見
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
筆
頭
に
、
八
裸
婦
ｖ
を

掲
げ
た
い
。
竹
中
郁
も
こ
の
こ
と
を
認
め
、
八
裸
婦
ｖ
に
つ
い
て

「
恐
ら
く
こ
の
作
ほ
ど
感
興
に
導
か
れ
て
、
然
も
整
然
た
る
美
を

表
し
た
作
は
数
へ
る
ほ
ど
し
か
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
同
じ
く

小
品
な
が
ら
、
八
少
女
像
ｖ
に
も
大
胆
な
筆
使
い
の
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
細
部
を
簡
略
化
す
る
描
き
方
は
、
八
婦
人
像
ｖ
に
も
明
ら

か
で
、
人
物
を
浮
き
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
志
の
表
れ
た
八
少
女

像
（
読
書
）
ｖ
や
八
娘
達
ｖ
ｙ
八
裁
縫
女
ｖ
に
八
読
書
ｖ
と
い
っ
た

作
品
の
背
後
描
写
に
も
こ
の
傾
向
が
著
し
い
。

ま
た
、
洋
裁
す
る
女
性
の
テ
ー
マ
は
、
八
洋
裁
す
る
女
達
ｖ
の

作
品
に
一
層
洗
練
さ
れ
て
か
た
ち
を
表
し
、
ド
ガ
風
に
思
い
切
っ

た
構
図
を
採
用
し
て
い
る
点
も
特
筆
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ド
ガ
と

い
え
ば
踊
り
子
、
そ
の
群
像
表
現
に
真
価
を
発
揮
し
た
の
が
八
踊

り
子
群
像
（
練
習
場
の
踊
り
子
達
）
ｖ
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
も
背

景
は
極
め
て
簡
略
に
処
理
さ
れ
、
奥
行
き
も
抑
制
し
た
画
面
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
踊
り
子
群
像
は
、
す
で
に
八
練
習

場
の
踊
り
子
達
ｖ
の
作
品
で
頂
点
に
達
し
て
い
た
。
等
身
大
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
の
力
作
に
は
、
初
期
の
小
磯
良
平
が
追

い
求
め
た
画
技
が
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
風
格
が
漂
う
。
薄
暗
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鱗
蕊

い
室
内
の
一
隅
に
事
物
の
存
在
感
を
呼
び
醒
ま
す
よ
う
に
用
い
ら

れ
た
光
の
効
果
。
ハ
イ
カ
ラ
な
女
性
像
の
典
型
と
し
て
選
ば
れ
た

バ
レ
リ
ー
ナ
た
ち
。
生
涯
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
竹
中
郁
を
配

し
、
そ
の
フ
ォ
ル
ム
に
魅
せ
ら
れ
続
け
た
楽
器
を
も
加
え
て
、
緊

密
に
両
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
注
意
し
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
の

踊
り
子
群
像
で
描
か
れ
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
、
八
踊
り
子
ｖ
の
女

性
が
ま
と
う
も
の
と
も
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
同
じ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

の
反
復
は
、
八
洋
裁
す
る
女
達
ｖ
と
八
読
書
ｖ
の
場
合
に
も
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
限
ら
ず
、
小
磯
良
平
は
気
に

入
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
モ
デ
ル
で
も
幾
度
も
繰
り
返
し
描
く
の

が
常
で
あ
っ
た
。

だ
が
同
じ
モ
デ
ル
で
、
同
じ
衣
裳
を
身
に
ま
と
い
、
同
じ
場
面

で
描
い
て
い
て
も
、
八
肖
像
ｖ
と
八
婦
人
図
ｖ
を
比
較
す
れ
ば
、

小
磯
良
平
が
全
く
異
な
っ
た
描
写
法
で
並
行
し
て
描
き
分
け
て
い

る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
中
で
も
八
肖
像
ｖ
は
、
小
磯
良
平
の
写

実
力
が
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
、
生
涯
の
代
表

斉唱１９４

曇
驚
爵

１
２１
１

洋裁する女達１９３９

鍵皇

作
の
一
点
に
数
え
ら
れ
る
に
違
い
な

い
。
さ
ら
に
人
物
だ
け
で
は
な
く
、
西

洋
古
典
絵
画
と
比
べ
て
も
決
し
て
遜
色

の
な
い
八
桃
と
ク
ル
ミ
の
あ
る
静
物
ｖ

に
も
、
事
物
の
質
感
を
把
握
す
る
表
現

力
と
な
っ
て
息
づ
い
て
い
る
。

い
わ
ば
油
彩
画
技
法
の
粋
が
集
め
ら

れ
た
と
で
も
い
う
べ
き
こ
の
時
期
の
作

品
群
を
改
め
て
前
に
し
て
、
小
磯
良
平

が
た
だ
ひ
た
す
ら
ア
ト
リ
エ
で
制
作
に

没
頭
で
き
る
日
々
を
送
り
た
か
っ
た
と

考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
時
代
は
、
一
個
人
の
手
で
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
方
向
へ
と
動

き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
磯
良
平
は
一
九
三
八
（
昭
和
十

三
）
年
、
陸
軍
報
道
部
の
委
嘱
で
、
支

那
事
変
記
念
画
制
作
の
た
め
上
海
に
赴

き
、
八
兵
馬
ｖ
と
ハ
南
京
中
華
門
の
戦

闘
ｖ
を
制
作
し
た
。
一
九
四
○
（
昭
和
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十
五
）
年
、
こ
の
二
点
に
朝
日
文
化
賞
が
与
え
ら
れ
、
翌
年
に
は

八
娘
子
関
を
征
く
ｖ
を
描
き
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に

ハ
ジ
ャ
ワ
、
カ
リ
ジ
ャ
テ
ィ
停
戦
協
定
の
場
ｖ
を
制
作
す
る
。
終

戦
の
前
年
に
は
ハ
マ
レ
ー
前
戦
に
お
け
る
偵
察
隊
の
活
躍
ｖ
や

八
日
緬
条
約
調
印
図
ｖ
な
ど
、
一
連
の
戦
争
記
録
画
を
も
描
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
遺
作
展
で
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
戦
争
記
録
画
を
画

業
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
本
章
で
の
二
期
目
に
あ
た

る
一
九
四
一
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
ま
さ
に
戦
中
時
に
あ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
に
も
八
少
女
像
（
人
物
Ｂ
）
ｖ
や
八
婦
人
立
像
ｖ
、
八
裁
縫

す
る
婦
人
ｖ
に
八
婦
人
像
ｖ
と
い
っ
た
系
統
の
作
品
は
、
「
小
磯

良
平
展
」
で
も
し
ば
し
ば
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

作
品
と
並
ん
で
、
本
展
に
集
め
ら
れ
た
戦
争
記
録
画
を
描
く
の
が

決
し
て
本
意
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
竹
中
郁
の
次
の
言
葉
が
明

確
に
代
弁
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
戦
争
記
録
画
は
「
軍
の
要
望
に
よ
っ
て
描

学

■

日緬条約調印図１９４４

い
た
。
こ
の
要
望
に
応
じ
た
弱
さ
は
、
今
日
で
こ
そ
批
判
し
や
す

い
こ
と
だ
が
、
し
か
し
、
当
時
の
空
気
で
は
よ
ほ
ど
の
勇
気
が
な

い
限
り
拒
絶
で
き
か
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
大
作
の
構
成
力
、
描
写
力
の
抜
群
な
と
こ
ろ
か
ら
、
朝
日
文
化

賞
、
芸
術
院
賞
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
気
品

を
支
え
て
い
る
の
は
或
る
種
の
哀
愁
で
あ
る
。
こ
の
哀
愁
の
底
に

は
、
少
年
時
代
に
は
生
母
か
ら
、
長
じ
て
は
養
母
か
ら
そ
そ
が
れ

た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
泌
み
こ
ん
で
い
て
、
そ
の
人
間
愛
が
も
た

ら
す
哀
愁
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
残
酷
な
格
闘
や
屍
体
と
い
う
も

の
を
避
け
て
あ
る
の
も
、
小
磯
の
自
然
な
自
分
自
身
の
発
露
だ
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
戦
争
記
録
画
と
同
列
に
次
の
作
品
を
並
べ

て
み
る
こ
と
こ
そ
、
小
磯
良
平
の
当
時
の
思
い
が
鮮
や
か
に
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
作
品
が
八
斉
唱
ｖ
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

後
年
の
あ
る
対
談
で
、
小
磯
良
平
が
八
斉
唱
ｖ
に
つ
い
て
語
っ

た
際
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
カ
・
デ
ル
ラ
・
ロ
ッ
ピ
ア
の
名
を
挙
げ
て

い
る
。
そ
れ
は
間
違
い
な
く
、
滞
欧
時
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
と
足

を
運
ん
だ
時
に
見
た
、
大
理
石
レ
リ
ー
フ
ハ
カ
ン
ト
リ
ー
ア
ｖ
の

八
弦
楽
器
の
演
奏
者
た
ち
ｖ
や
ハ
キ
タ
ラ
を
弾
く
演
奏
者
た
ち
ｖ

の
作
者
で
あ
る
ロ
ッ
ピ
ァ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
共
に
素
足
で
横
一

列
に
並
び
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
方
向
に
視
線
を
向
け

て
い
る
ロ
ッ
ピ
ァ
の
ハ
カ
ン
ト
リ
ー
ア
ｖ
の
群
像
が
、
こ
の
八
斉

唱
ｖ
誕
生
の
構
図
上
の
着
想
の
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
小
磯
良
平
が
あ
え
て

こ
の
時
代
に
、
ロ
ッ
ビ
ア
の
大
理
石
レ
リ
ー
フ
を
改
変
し
、
あ
た

か
も
讃
美
歌
を
歌
唱
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
清
楚
な
一
場
面
と
す

る
意
志
を
見
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
小
磯
良
平
が
戦
争
記
録

画
に
手
を
染
め
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
八
斉
唱
ｖ
一
点
の
存
在

に
よ
っ
て
、
後
世
の
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
の
彼
の
心
境
を
十
一
一
分

に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
戦
禍
は
小
磯
良
平
の
身
に
も
ふ
り
か
か
っ
て
き
た
。
一

九
四
五
年
六
月
五
日
、
小
磯
良
平
は
神
戸
空
襲
で
ア
ト
リ
エ
を
失

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

１
１２２
１
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